
 

 

 
 

 
 

２月３日は節分，そして４日は立春です。立春と聞くと，すぐにも 
暖かくなってくるような気がしますが，まだまだ寒い日が続きます。 
 しかし，日の出の時刻が早く，日の入りの時刻は遅くなっていき， 
太陽の出ている時間が毎日少しずつ長くなってきます。また，太陽の 
地平線からの角度も少しずつ高くなり，日差しが強くなってきて，日中の明るさが
増してきます。それでも，気温は低いのですが，春の訪れを感じられるようになり
ます。春は光からやってくると思います。 
 こうしたことから，ロシアでは，２月のことを“光の春”と言うそうです。すてき
な響きの言葉ですね。長く寒い冬に耐え，春を心待ちにしている国の人々ならでは
の表現だと思います。 
 この頃になると，日当たりのよい畑や田んぼのあぜ道や土手にオオイヌノフグリ

の青い小さな花を見つけたり，フキノトウの爽やかな浅緑の芽に気付いたりするよ
うになります。 

（先週，私の家でもフキノトウを見つけ，天ぷらにして食べました！） 
 一方，樹木は，まだ何の変化もないように見えますが，よく見てみると枝先には
たくさんの木の芽がついています。変わらないように見える樹木も，しっかり張っ
た根から水分や養分を吸い上げ，幹から枝々に送り，花を咲かせたり葉を芽吹かせ
たりする準備を怠りなく進めています。 
 子供たちにとっても，この２月は，ちょうどこうした時期です。１年生から５年
生は進級，6 年生は進学に向けて，各学年の総仕上げをする時です。勉強や運動は
もちろん，友達との関わりやあいさつなどの日常生活を見直し，頑張ってきたこと
やできるようになってきたことを確かめさせてほしいと思います。そして，得意な

ことは伸ばし，苦手なことは克服できるように，毎日の学習や生活に真剣に取り組
み，しっかりとした学力，生活力が身に付くように全教職員で指導・支援に当たっ
ていきます。 
 光の春。季節は暖かい日と寒い日を繰り返しながら本格的な春へと歩んでいきま
す。入谷小の７２名の子供たちも，それぞれの春に向かって，一日一日を大切に積
み上げさせていきたいと思います。 
  
＊上記のことを念頭に，「１月のことば」（裏面）を職員会議で 
教職員に提示しました。学校と家庭が連携して，子供たちに 
とって充実した締めくくりができるよう，よろしくお願いい 
たします。 

 

学校教育目標 ： 命とふるさとを大切にする子どもの育成 
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心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなではやね・はやおき・あさごはんを実践しよう!! 

入谷小校長室だより 

文責：校長 髙橋 有 



《１月の職員会議で教職員に提示したことばです！》 

 

 

のことば・・・ 

 

『花の咲かない寒い日は 下へ下へと根を伸ばせ』             

上記の言葉は，不遇なときなどに，気持ちを立て直す言葉として引用されることが多

くあります。マラソンのオリンピック金メダリストである高橋尚子選手は，この言葉を

高校時代の恩師から贈られ，彼女の大好きな言葉（座右の銘）として練習に励んでいた

そうです。 

 『高橋尚子，復活のＶ・・・東京国際マラソン ～優勝インタビュー～ 』  

 大会歴代３位となる２時間２４分３９秒の好タイムで，２年ぶりのマラソン復帰戦を 

優勝で飾りました！！ふくらはぎなど右足の３カ所の筋膜に炎症を起こしての優勝。 

高橋選手は，優勝後のインタビューで次のように話したそうです。 
 

『悪いことはたくさんあった。オセロゲームのように黒をすべて白に変えたい。

今暗闇にいる人も，目標や夢を失わず一日一日を大切にしてください。夢を 

諦めないでやればきっと報われます。どうか夢をもって一日を過ごしてほし 

いと思います。そして，小学校，中学校の子は勿論ですが，３０代，そして 

中高年の皆さん方も，２４時間という時間は，平等に与えられたチャンスの 

時間です。もう二度と来ないこの一日の時間を精一杯，そして充実した楽し 

い日にしてください。今日は，皆さんのおかげで私はとてもいい日になりま 

した。』                 【2005．11 読売新聞記事より】 

  

蒔かれた種は，すぐに花を咲かせるわけではありません。土の中で根を張り，茎を伸

ばし，葉を茂らせ，つぼみをつくり，そして時期がくれば，花を咲かせます。 

子供たちにとって，三学期はまとめの学期。努力しても，何の成果がないように思え

るとき，辛いときも，苦しいときも，悔しいときも，誰にも見えないところで，根を張

り続ける（努力を続ける）ように励まし，指導してください。 

 

ご家庭でも，春を迎え，新年度という節目には，自分の花を咲かせ，やがてたくさん

の実を結ぶためには，地道に努力することの大切さを伝えてほしいと思います。 

 


